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１．事業概要１．事業概要
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1-(1) 基本理念とミッション

【ミッション】
より良い庭での暮らしをグローバルに提供する企業です

【企業理念】
私たちタカショーグループは常に変化を先取りして新たな価値を創造し、

広く都市環境庭文化づくりに貢献する

グローバルなオンリーワングループを目指します。

より良い庭での暮らしをグローバルに提供する企業です

戦後、素材から業種型、
そして業態産業へ移行

タカショーは、よりよい庭くらしの
ライフスタイルメーカーとして成長

心身の健康と家族の笑顔のある暮らしの
提供を目指します
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1980年8月（昭和55年）
1998年9月（2018年７月に東証一部へ指定替え）
1月20日
18億2086万円（2018年7月に増資により増加）

【証券コード：7590】
設 立 日
上 場 日
決 算 期
資 本 金

株式会社タカショー

1-(2) 会社概要 2019年１月20日現在

18億2086万円（2018年7月に増資により増加）
177億5900万円（2019年1月期）
14,578,329株 （自己株式101,485株）増資により増加
6支店、10営業所
7社
6事務所（オーストラリア、ドイツ、中国、韓国、ベトナム）
13社（イギリス、アメリカ、ドイツ、オーストラリア、中国、インド）
760名（連結）

資 本 金
売 上 高
発行済株式数
国 内 拠 点
国内子会社
海 外 拠 点
海外子会社
従 業 員 数
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プロユース事業

1-(3) 事業セグメントとビジネスモデル

ガーデン

エクステリア

コントラクト

新築

リフォーム

リノベーション

非住宅・商業施設分野
一般住宅・エクステリア分野

ホームユース事業
ホームスタイル、DIY分野

国際事業
海外市場分野
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コントラクト リノベーション

ホームセンター 専門店 ネット・通販

プロ ホーム ネット



プロユース事業

1-(4) 特長と強み

１.現場オーダー型対応体制の整備
→プロユースは国内自社工場＆別注の積算・作図

２.付加価値型商品、省施工型商品の提供
３.ライフスタイル型の提案
４.ガーデンエクステリア商品をトータルにラインナップ
５.唯一のEX＆ガーデン型体感SRを全国展開
６ 簡易パッケージ商品とソフトの連携

ホームユース事業

国際事業
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６.簡易パッケージ商品とソフトの連携

１.中国に25,000坪の日本品質の製造物流工場
２.DIY、ライフスタイル型などネットとリアルで展開

1.ガーデニングの本場イギリスの販売会社を起点
2.グローバルに企画・開発・販売できるオンリーワン



製造 販売 市場

プ
ロ
ユ
ー
ス

1-(5) グループ事業系統図 2019年3月7日現在

企画・開発・販売

タカショー

ガーデンクリエイト
（和歌山、徳島、関東）
タカショーデジテック

・非住宅・商業施設分野
ゼネコン、設計事務所など

・一般住宅・エクステリア分野
ハウスメーカー、工務店、造園業者など

【国内工場】

すべて国内工場対応
ホ
ー
ム
ユ
ー
ス

九江高秀園芸製品

ベジトラグUK
ベジトラグUSA
ベジトラグEU

タカショーオーストラレイジア
タカショーインディア

青山ガーデン

国
際

・DIY分野
ホームセンター、ガーデンセンター
通販、ネット販売

・国際市場
イギリス、EU諸国、アメリカ、
オーストラリア、インドなど

江西高秀進出口貿易
香港高秀集団

【海外工場】
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（単位：百万円）
経常利益

過去10年間 業績推移

売上高

2020年1月期計画

売上高 186.3億円
経常利益 5.4億円
当期利益 3.7億円

2019年1月期実績

売上高 177.5億円
経常利益 3.3億円
当期利益 3.3億円

1-(6) 業績推移
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２．2019年1月期
期末決算報告期末決算報告
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2－(1) 決算ハイライト 【連結】

■売上高 17,759百万円（予算達成率 96.0％）
■営業利益 514百万円（予算達成率 112.4％）
■経常利益 333百万円（予算達成率 76.4％）
■当期純利益 338百万円（予算達成率123.9％）

連結業績

➢ 企画/製造/販売で自社生産品販売への移行で粗利率改善
➢ プロユース事業は猛暑・台風等天候による工事遅れの影響で売上減少。
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➢ プロユース事業は猛暑・台風等天候による工事遅れの影響で売上減少。
ホームユース事業は、猛暑で日除け関連商品の売上増するも、取引先の在庫
調整による販売量の減少で売上減少。

➢ EU市場再編の影響を受け、一時的に売上減少。
➢ 当期純利益においては、税効果及び税額負担減少により増加。

業績要因

➢プロユース事業
・エバーアートウッド及びボードを中心に建材・エクステリアへ
・商品のパッケージ化による販売強化
・オールグラスポーチ等の大型商品の投下
➢ホームユース及び国際事業

・ ・九江工場中心に自社生産品へ集約（DIY照明、木製品、縫製商品他）
・主力商品：ベジトラグブランド商品、熱転写によるアルミDIYエクステリア等

強化
ポイント



【単位：百万円】

項目
2019年
１月期
予想

2019年
１月期
実績

達成率
（％） 主な要因

売 上 高 18,490 17,759 96.0
731百万円減収
・プロユース事業：181百万円減収
・ホームユース事業：153百万円減収
・国際事業：387百万円減収

2－(2) 要約損益計算書 【連結】
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営業利益 457 514 112.4
57百万円増益
・売上総利益率：1.6ポイント増加
・販管費：73百万円減少

経常利益 436 333 76.4
103百万円減益
営業利益増益ながら、
為替差損 114百万円を計上

親会社株主に
帰属する当期
純利益

273 338 123.9 65百万円の増益
税効果及び税額負担減少により増加



2－(3) 販売セグメント別推移 【連結】 （参考）

項目 売上高 構成比
（％）

予算比
（％） 要因

プロユース事業 10,590 59.6 98.3
主要商品である、エバーアートウッドおよびエバー
アートボード関連商品の売上が伸長するも、猛暑
/台風等天候の影響により工事進行に影響

ホームユース事業 5,434 30.6 97.3 海外販社との直接取引への移行および販売先に
おける在庫調整の影響。

【単位：百万円】
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ホームユース事業 5,434 30.6 97.3 おける在庫調整の影響。

国際事業 1,741 9.8 81.8
海外販社においてアメリカでの売上が増加したもの
の、イギリスにおいて大手HCの売却問題等で市場
が混乱し売上減少。

そ の 他 ▲7 ▲0.0 ー －

合 計 17,759 100 96.1



2012年1月期
売上高 149億円

2019年1月期
売上高 177億円

プロユース（高付加価値商品）の売上比率が増加

2－(4) 販売セグメント別推移 【連結】 （参考）

8％ 9％

プロユース ホームユース 国際

8％

45％ 60%
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9％

46％ 45％ 60％30％



➢ホームユース事業 日本市場の現状伸び率

2－(5) 販売セグメント別推移 【連結】 （参考）

第37期
実績

第38期
実績

第39期
実績

第40期
計画

第41期
計画

第42期
計画

ホームユース
（日本国内） 89.1％ 98.8％ 94.8％ 105.1％ 104.3％ 104.1％

江西高秀 81.9％ 147.9％ 99.5％ 80.0％ 111.5％ 113.0％

【伸び率は昨対表記】
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江西高秀
（九江工場） 81.9％ 147.9％ 99.5％ 80.0％ 111.5％ 113.0％

※HC国内＋
九江工場 88.6％ 102.2％ 96.5％ 95.6％ 106.5％ 106.9％

直接貿易（中国販社からの販売）への移行／自社製品への集約 進捗
コスト低減・利益率アップ

グループでホームユース事業は伸長計画



海外向け売上高の増加と今後の売上比率拡大
2012年1月期
海外販売比率

2018年1月期
海外販売比率

20％へ8.0％ 10.0％

2－(6) 海外売上高シェア 【連結】 （参考）

中期計画
において

180％へ100％ 154％
【構成比】

【増加率】

※増加率は、2012年1月期をベースに算出しております。

2019年1月期
海外販売比率

10.0％

155％
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※増加率は、2012年1月期をベースに算出しております。
※構成比については、販売先（国内・海外）に基づく売上比率を記載しております。

項目 2018年1月期 2019年1月期
国内販社の売上 15,411百万円 15,410百万円
売上高構成比 88.1% 83.9％
海外販社の売上 2,077百万円 2,348百万円
売上高構成比 11.9% 16.1％

海外販社の売上比率拡大 (国内販社及び海外販社比率)

※構成比については、販売元（国内・海外）に基づく売上比率を記載しております。

4.2ポイントUP



6,985 
7,166 

7,000 

7,500 項目
2019年１月期

金額 前期比 売上比 前期差

人件費 2,754 100.8% 15.5% - 0.1p

2－(7) 販売費及び一般管理費分析 【連結】

【単位：百万円】●主要販管費●主要販管費

前期比 2.6%up

5,000 

5,500 

6,000 

6,500 

2018年1月期 2019年1月期

発送費 1,098 106.3% 6.2％ - 0.7p

販促・広告費 689 99.0％ 3.9％ -0.1p

賃借料 569 109.2％ 3.2％ +0.2p

支払手数料 565 114.1% 3.2％ +0.4p

計 7,166 102.6% 40.4％ +0.5p
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項目 2018年１月期 2019年１月期 増減

売上総利益率（％） 43.4 43.3 ▲0.1ポイント

営業利益率（％） 3.5 2.9 ▲0.6ポイント

経常利益率（％） 3.3 1.9 ▲1.4ポイント

当期純利益（％） 1.3 1.9 ＋ 0.6ポイント

ROA（％） 3.4 2.8 ▲0.6ポイント

2－(8) 主要経営指標 【連結】

ROA（％） 3.4 2.8 ▲0.6ポイント

ROE（％） 3.1 4.2 + 1.1ポイント
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●タカショー株価収益率●タカショー株価収益率
2019年１月期

株 価株 価 511円511円 435円435円

株価収益率株価収益率 27.49倍27.49倍 17.37倍17.37倍

2018年１月期

431円431円

17.21倍17.21倍

2019年3月6日
株 価

※売上総利益率、営業利益率、経常利益率及び当期純利益率は売上構成比です。



項目 2018年
1月期

2019年
1月期 増減額 項目 2018年

1月期
2019年
1月期 増減額

流動資産 11,453 12,252 799 流動負債 9,459 9,720 261
固定資産 6,381 6,609 228 (短期借入金) 4,914 5,272 358
(有形固定資産) 4,799 5,127 328 固定負債 799 559 ▲240
(無形固定資産) 392 335 ▲57 (長期借入金) 441 233 ▲208
(その他投資) 1,189 1,147 ▲42 純資産 7,575 8,581 1,006

2－(9) 貸借対照表 【連結】
【単位：百万円】

①

②

③

③
④1,189 1,147 純資産 7,575 8,581 1,006

資産合計 17,835 18,861 1,026 負債純資産合計 17,835 18,861 1,026
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①流動資産の増加要因
・増資に伴う預金の増加 ： 623百万円
・売上増に伴う売掛金の増加 ： 165百万円

②固定資産の増加要因
・九江高秀 工場増築 ： 346百万円
・ガーデンクリエイト関東 工場増築： 180百万円
・タカショー IT投資 ： 104百万円

④

③流動負債の増加要因
・主に海外子会社における運転資金の借入増加
：358百万円

④純資産の増加要因
増資に伴う資本金および資本準備金の増加
：1,026百万円



使途別 2018年1月期 2019年1月期 2020年
通期予想

運転資金 4,806 4,828 4,050
設備資金 291 498 327
出資・買収 192 144 96
貸付金 65 35 5
合 計 5,356 5,506 4,479

【単位：百万円】

2－(10) 有利子負債分析 【連結】

4,806 4,828 
4,050 

550 678

429

1,000

2,000 

2,500 

3,000 

3,500 

4,000 

4,500 

5,000 

5,500 

6,000 

6,500 

7,000 

2018年1月期 2019年1月期 2020年1月期計画

運転資金 投資資金 増資資金
【単位：百万円】
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●進行中設備投資
≫ ガーデンクリエイト関東 工場増築及び設備導入
3億4000万円

≫ 九江高秀 工場増設及び設備導入
3億4100万円

≫ システム関連投資
１億6000万円 ほか

※これらは増資資金から充当

●運転資金増加理由
≫ 生産量および販売量増加に伴う運転資金
≫ 中国における輸出還付税の遅延

投
資
資
金



2－(11) 有利子負債分析 【連結】

１．ガーデンクリエイト関東 工場増築及び設備導入 投資額：３億4000万円

➢関東工場の拡大で生産量アップを図る
➢東日本の供給と物流対応

２．九江高秀（工場） 工場増設及び設備導入 投資額：３億4100万円

熱転写による人工木アルミエクステリア商品

●新規設備投資計画における費用対効果
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３．大型インクジェットプリンター （外装建材分野に参入） 投資額：１億円

➢3Dアートボード
➢アートボード新柄・別注などの小ロット対応
➢新素材への着色による新規アイテイム展開

➢熱転写による人工木アルミエクステリア商品
➢木製品の内製化比率の向上
（収益改善 品質向上・商品の拡充）
➢工場増築 2万坪 → 2.5万坪



2－(12) 財政の概要とキャッシュ・フローの概要 【連結】

項 目 2018年
1月期

2019年
1月期 増減額

総資産 17,835 18,861 ＋1,026
純資産 7,575 8,581 ＋1,006
自己資本比率 39.1％ 43.6％ ＋4.5ポイント
1株当たり純資産（BPS） 609円81銭 582円84銭 ▲26円97銭
1株当たり当期純利益（EPS） 18円59銭 25円04銭 6円45銭

●財政の概要●財政の概要 【単位：百万円】

項 目 2018年
1月期

2019年
1月期 増減額

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,307 433 ▲874
投資活動によるキャッシュ・フロー ▲575 ▲801 226
財務活動によるキャッシュ・フロー ▲310 1,043 1,353
現金及び現金同等物

期末残高 2,587 3,210 623
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1株当たり当期純利益（EPS） 18円59銭 25円04銭 ＋6円45銭

●キャッシュ・フローの概要●キャッシュ・フローの概要 【単位：百万円】



単位：百万円単位：
百万円

2019年
1月期実績

売上
構成比

2020年
1月期計画

売上
構成比 前年同期比

売上高 17,759 100.0％ 18,634 100.0％ 104.9％
売上総利益 7,680 43.2％ 7,939 42.6％ 103.4％
販管費 7,166 40.3％ 7,291 39.1％ 101.7％
営業利益 514 2.9％ 648 3.5％ 126.0％

2－(13) 2020年1月期 業績予想 【連結】

配当性向目標 ３０％

経常利益 333 1.9％ 542 2.9％ 162.6％
当期純利益 338 1.9％ 372 2.0％ 110.0％

ＥＰＳ
（円） 25円04銭 25円52銭

1株当たり
配当金
（円）

10.00 10.00
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３ 事業展開３．事業展開
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ホームユース事業

プロユース事業
事業展開～事業セグメントとビジネスモデル～

ガーデン

エクステリア

コントラクト

新築

リフォーム

リノベーション

非住宅・商業施設分野
一般住宅・エクステリア分野

売上106億（60%）
39期実績 40期計画 41期計画 42期計画

10,590 11,241 11,952 12,668

98.3% 106.1％ 106.3％ 106.0％

単位：百万円

ホームユース事業
ホームスタイル、DIY分野

国際事業
海外市場分野

26

ホームセンター 専門店 ネット・通販

プロ ホーム ネット

売上17億 （10%）

売上54億 （30%）
39期実績 40期計画 41期計画 42期計画

5,434 5,865 6,446 7,070

97.3％ 107.9％ 109.9％ 109.6％

39期実績 40期計画 41期計画 42期計画

1,741 1,553 2,101 2,762

81.8% 89.2％ 135.3％ 131.5％

単位：百万円

単位：百万円



プロユース 事業展開
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プロユース 事業展開

※タカショー調べ

ガーデン
市場規模

2,330億円

●プロユース事業のターゲット市場規模と施策

戸建住宅 庭 ホテル、旅館、店舗

エクステリア
市場規模

4,700億円

コントラクト
市場規模
13兆円

施策 施策 施策

8,000
9,000
10,000
11,000
12,000
13,000
14,000
15,000
16,000
17,000

2019年1月期

実績

2020年1月期

計画

2021年1月期

計画

2022年1月期

計画

2025年1月期

計画

160億円

106億円
112億円

119億円
127億円

28

戸建住宅85万戸+庭
オールグラスポーチなど大型商品投下

ユニット、パッケージ ホテル、旅館、店舗
レストラン、商業施設など

単位
百万円

プロユース事業 売上計画



エバーアートウッド エバーアートボード エバーバンブー
プロユース主力商品

商品展開－プロユース－

－オールグラスポーチ、ファサードエクステリア（門柱、フェンス、袖壁）、ライト、ファニチャー、DIY商品－
ユニット商品

29



商品展開－プロユース－

パッケージ展開 場所別パッケージ それぞれの場所に合わせたパッケージプランをご用意

エバーアートパネル

30

門まわりパッケージ 玄関まわりパッケージ 庭まわりパッケージ

インクジェットプリンタでリアルさを追求インクジェットプリンタでリアルさを追求NEW



国内工場強化

㈱ガーデンクリエイト関東 (栃木県鹿沼市)
土地3,300㎡・建物2,000㎡を増設完了
自動ラッピングマシン導入

ガーデンクリエイト㈱ (和歌山県海南市)

31

インクジェットプリンター導入 さらに規模拡大を計画



アートスライディングガレージドアTM

４月発売予定
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ローボルトエクステリア

ローボルトライト

ローボルトスカイルーフ

電気工事士の資格がなくとも
誰でもできるローボルトエクステリアシリーズ

33

ローボルトスカイルーフ
ローボルトサイドスライド

ローボルトオートドア

ローボルトIoTカメラ
ワンストップ化（多能工化を推進）＋乾式アートボード他



体感型
ショールーム
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大阪

東京

首都圏

東北
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大阪ショールーム 体感型ショールーム

36

研修ルーム 約100名収容豊富なカラーサンプル
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大量販売 顧客ニーズ提供

それぞれの顧客ライフスタイルを提供
（フロントエクステリア＋5thROOM＋ガーデン）

大量販売

38

＆



企業マイスター制度企業マイスター制度
デザイン･設計･施工のプロ養成を目的デザイン･設計･施工のプロ養成を目的
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アメリカ市場

イギリス市場

ドイツ市場

市場規模：約4兆円

市場規模：約5兆円

市場規模：約2.3兆円

ホームユース／国際 事業展開

●ホームユース／国際 事業のターゲット市場規模 17.2兆円
※タカショー調べ

オーストラリア市場

タカショーホームユースジャパン

Takasho Australasia

40

インド市場

東アジア市場

タカショーインディア

市場規模：約4.7兆円

市場規模：約5,000億円

市場規模：約7,000億円



ホームユース事業、国際事業の展開

事業展開

国内量販
大手ホームセンター

ホームユース
九江工場
10万㎡

リアル

41

ブランド
自社サイトにて構築
Living garden.com

海外
イギリス、EU、アメリカ
オーストラリア、インド

木製品

樹脂製品

縫製商品

ワイヤー製品

LED製品

ネット



中国九江工場（7万㎡→10万㎡に増床計画）

グローバルに販売するものは、主に九江工場で
インターナショナルブランドとして生産されています

42

アルミ熱転写機

大型インジェクション

自動溶接ロボット



ホームユースブランド戦略
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ホームEXソーラーライト
Wi-Fiモデル

LEDIUS HOME
ひかリノベーション

44



４ 中長期計画４．中長期計画
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４-１ 中長期計画～ビジョン～
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１ 住まい型療法と住宅コミュニティーの推進

２ 中古住宅をEX・ガーデンで再生

３ 非住宅に庭付け付加価値型市場に

４-２ 中長期計画～経営戦略～

47

４ 乾式商品、パッケージ商品で施工の生産性向上

５ 販売組織化とネットワーク化で独自ルートの確立

６ ガーデンエクステリアのITプラットフォームでNo.1

７ AI、RPA導入による生産性向上



単位：百万円 単位：百万円

４-３ 中長期計画【連結～セグメント別～】

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

合計 プロユース ホームユース 国際

プロユースプロユース

国 際国 際

10,590

1,741

11,241 11,952 16,000

1,553 2,101 5,000

2020年１月期
計 画

2021年１月期
計 画

2025年１月期
計 画単位：百万円

ホームユースホームユース 5,434 5,865 6,446 9,000

2019年１月期
実 績

12,668

2,762

7,070

2022年１月期
計 画
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単位：百万円単位：百万円

0 
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1,000 

1,500 
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15,000 
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25,000 

30,000 売上高 営業利益 経常利益 純利益

４-４ 中長期計画【連結～利益～】

売上高売上高

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

17,759 18,634 20,500

333 542 780

338 372 480

実 績
2019年１月期

計 画
2020年１月期 2021年１月期 2022年１月期単位：百万円

営業利益営業利益 514 648 820

22,500

960

600

1,013

49
※ 予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性・完全性を保証し、また約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

0 0 
第39期 第40期 第41期 第42期 第45期

2025年１月期

30,000

1,980

1,230

2,040



世界№１
ガーデンカテゴリーカンパニーへ

オープンガーデン園芸療法文化
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単位：百万円単位：
百万円

2019年
1月期実績

売上
構成比

2020年
1月期計画

売上
構成比 前年同期比

売上高 17,759 100.0％ 18,634 100.0％ 104.9％
売上総利益 7,680 43.2％ 7,939 42.6％ 103.4％
販管費 7,166 40.3％ 7,291 39.1％ 101.7％
営業利益 514 2.9％ 648 3.5％ 126.0％

2－(13) 2020年1月期 業績予想 【連結】

配当性向目標 ３０％

経常利益 333 1.9％ 542 2.9％ 162.6％
当期純利益 338 1.9％ 372 2.0％ 110.0％

ＥＰＳ
（円） 25円04銭 25円52銭

1株当たり
配当金
（円）

10.00 10.00
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本資料は、2019年1月期の業績に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発
行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものではありません。

また、本資料は2019年１月20日現在のデータに基づき作成しております。

本資料に記載した意見や予測等は、資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正
確性、完全性を保証し、又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されるこ
とがあります。

なお、本資料内の“当期純利益”は、“親会社株主に帰属する当期純利益”を表します。

【IRお問合せ先】

執行役員経営管理副本部長 井 上 淳

E-mail ： soumubu@takasho.co.jp

TEL ： 073-486-2540

http：//takasho.co.jp
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